
 奈良県の森林は、日本一の多雨地帯である紀伊半島のほぼ中央に位置し、近畿の主要河川の重要な水源となっており、森林のうち、人
工林は62％を占め、県土の77%（284千ha）が森林であり、これは全国７番目の人工林率です。また、森林の齢級別構成をみると、
昭和期に植栽された多くの森林が伐採期（11齢級（51年生）以上）を迎えています。これは、全国的にも同じ状況ですが、他県にはな
い本県の特徴としては、19齢級（96年生）以上の森林が多く残されていることがあります。 

  民有林の1ha当たりの森林蓄積量は270㎥で全国第12位、人工林率は62%で全国第7位ですが、林業算出額は31億円で全国第31
位となっています。また、吉野川上流地域（川上村、東吉野村、黒滝村）は「吉野林業地域」と呼ばれ、集約的施業による我が国有数の
優良材生産地です。 

  一方、県内の国有林率はわずか4%（12千ha）と低いながらも、管内国有林の多くは大峰山系を中心とした奥地脊梁地帯に分布して
おり、国土保全、水源涵養等の公益的機能の発揮に寄与しています。また、国有林の一部は、吉野熊野国立公園及び高野龍神国定公園及
び世界遺産（熊野古道）のバッファーゾーンとして指定され、修験者や多くの登山者が訪れる場として利用されています。 

 奈良県内の森林は利用期に達しており、今後主伐期を迎えることから、地域林業の活性化のためにも低コスト造林への取組は重要です。
奈良県が実施したコンテナ苗の植栽研修に国有林から植付指導と一括発注システムによる効率的な再造林の情報を提供しました。 

 国有林が所在する市町村の地域課題や共通課題について、各市町村の担当者から幅広な情報収集を行いながら、今後、各課題の解決に
向けて連携した取組を展開することとしています。また、野迫川村と地域林政連絡会議を開催し、森林共同施業団地における連携した取
組について意見交換を実施し、民国連携による取組を展開しました。 
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治山対策の推進 

【課題】民有林・地域と連携した治山対策の推進（継続） 
【取組状況】 
・ 民有林で発生した大規模な山腹崩壊について、奈良県からの要請により民有林直
轄治山事業による復旧事業を実施。 
・ 奈良県との治山事業連絡調整会議等により、国有林、民有林間の事業の調整及び
情報の共有を実施。 
・ 奈良県、十津川村との保安林指定に関する連絡調整会議を開催した。 
 
【成果と今後の課題】 
・ 今年度、民有林直轄治山事業により1５箇所（五條市2箇所、十津川村11箇所、
野迫川村1箇所、天川村１箇所）の復旧事業を行い、地域の安全・安心の確保に寄
与。 
・ 国有林、民有林が近接している地域において、一体的な全体計画を作成し、国有
林と民有林が連携して効率的・効果的な荒廃地の復旧整備を実施。 
・ 現地検討会の実施により、施工上の問題点や対処方法等について情報の共有を図
り、知識・技術の向上に寄与。 

 

【天川村川坪内区の復旧の様子】 【奈良県、十津川村との連絡調整会議】 

【十津川村折立 復旧の様子】 【十津川村山崎谷 復旧の様子】 



【課題２】野迫川村地域の林業・木材産業の振興による地域の活性化（新規） 
【取組状況】 
・ 地域林政連絡会議において、「森林・山村の多面的機能発揮対策交付金」等の
補助金の活用について提案。 
・ 地方創生を目的とした「地域住民生活等緊急支援のための交付金」について、
森林・林業・木材産業分野での活用の検討について情報提供。 
【今後の課題】 
・ 今後、山村振興に係る取組等について情報の共有化を図り、地域の森林・林
業・木材産業の活性化に向けて連携した取組を検討。 

 
 

【課題】（新規） 
【取組状況】低コスト造林への取組み 
・ 奈良県 下市町の民有林皆伐跡地にて、林業事業体、県内森林組合、行政関係
者等約７０名を対象にコンテナ苗の植栽研修が奈良県により実施されました。 
・奈良森林管理事務所では県と連携し、「低コスト造林への取組」の情報提供、
植栽指導を実施するなど、コンテナ苗の普及に向けた取組を行いました。 
【成果と今後の課題】 
・コンテナ苗の効率的な植栽の体験と、植付時期を選ばないため、主伐と再造林
を同時に実施する一貫作業により、低コスト造林が図られることへの理解を深め
ていただくことができました。 

【課題１】森林共同施業団地内の路網整備の推進（継続） 
【取組状況】 
・ 桧股国有林において、平成2７年度に林業専用道を５６１m新設。 
・ 桧股地区の森林整備協定に係る連絡調整会議を行い、協定締結者を対象とした
「林業専用道現地検討会」を実施。  
【成果と今後の課題】 
・ 民有林と国有林が相互に利用できる効率的な路網の新設により、民有林の間伐
等の森林整備計画に寄与。今後、野迫川村の村有林界まで林業専用道の新設に向
けた路線選定等の検討を予定。 
・ 林業専用道現地検討会では、効率的・安定的な木材搬出が可能となるストック
ポイントの設置箇所の検討を実施。今後、民国双方が使用可能なストックポイン
トの設置を予定。 
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【コンテナ苗植え付け指導】 

（植付指導） （植付作業の体験） 

（植付研修） （植付現地） 
（林業専用道の説明の様子） （ストックポイント箇所検討の様子） 


